
学校番号 302 

平成 31 年度 音楽科 

 

教科 音楽 科目 
演奏研究Ⅰ 

（ピアノ） 

単位数 
１単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の音楽Ⅰ（教育芸術社） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この授業では、ピアノ専攻の生徒が集まって授業を行います。 

・教科書と筆記用具、プリントを綴じるためのファイルを必ず持参してください。 

・この授業では、専攻実技や音楽理論、音楽史などで学んだことを基礎として、将来にプロの 

 音楽家として必要とされる総合的な力を身につけます。 

  総合的な力とは（１年次） 

① 楽曲を分析し、調べたことを言葉によりまとめる力 

＝プログラムノートや楽曲についての分析レポートを自分で作成できる力 

② 演奏会を企画・実演する力＝舞台マナーの向上、演奏会の成り立ちを学ぶ、自主演奏会の企画・

運営・実践、演奏発表の振り返りと分析を行う力 

③ 楽器の特徴を踏まえた演奏解釈、アンサンブル能力を身につける 

 

２ 学習の到達目標 

音楽作品についての演奏研究を通して、演奏における客観性と多様性を理解し、音楽の様式を尊重

して演奏する能力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・ 

意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽作品についての

演奏研究を通して、主

体的、創造的に音楽の

学習に取り組もうと

している。 

音楽作品についての

演奏研究を通して、音

楽を形づくっている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽器表現を工夫

し、表現意図を持って

いる。 

音楽作品についての

演奏研究を通して、

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

の技能を身に付け、

創造的に表してい

る。 

音楽作品についての

演奏研究を通して、

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、価値判断し、

音楽に対する理解を

深め、よさや美しさ

を創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

演奏聴取 

ワークシート 

 

観察 

演奏聴取 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

前
期 

前
期 

 

い
ろ
い
ろ
な
表
現
の
可
能
性
を
を
探
る
① 

・ピアノ伴奏，アンサンブル

創作・発表 

（唱歌、日本歌曲を中心に） 

・作品研究（演奏作品に関

するレポート） 

・ステージマナー 

 

○ ○ ○ ○ a:ピアノの音色や奏法の特徴

を生かして主体的に取り組

もうとしている 

b:曲想を楽曲の背景と関わら

せ、どのように演奏するかに

ついて表現意図をもってい

る 

c:音楽表現をするために必要

な奏法や呼吸法の技能、ステ

ージマナーなどの姿勢を身

に付けている 

d:演奏者による表現の特徴な

どに関心を持ち、鑑賞に主体

的に取り組もうとしている 

観察 

ワークシート 

演奏聴取 

 

後
期 

      

い
ろ
い
ろ
な
表
現
の
可
能
性
を
知
る
② 

・ピアノアンサンブル 

・演奏発表（演奏会運営，作

品に関する調べ学習等） 

○ ○ ○ ○ a:アンサンブルに関心をもち、

その持ち味を生かして主体

的に取り組もうとしている 

b:音楽表現を工夫し、どのよう

に演奏するかについて表現

意図をもっている 

c:音楽表現をするために必要

な奏法や呼吸法などの技能

を身に付け、創造的に表して

いる。 

d:作曲者による表現の特徴を

理解して、よさや美しさを創

造的に味わって聴いている 

観察 

ワークシート 

演奏聴取 

 

 


